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墨田区議会議員 立憲民主党墨田区議団 幹事長
地域産業都市委員 議会改革･議会広報改革特別委員 青少年問題協議会委員
墨田区国民健康保険運営協議会委員 墨田区基本構想調査特別委員会委員

中村議員は、令和6年9月の本会議にて一般質問を行いました。物価高騰やインフレに対応した制
度の導入、主に区内の中小企業を対象とした共創支援の強化、気候変動対策を見据えた公金運用基
準における自治体行政の社会的責任の在り方について問題提起しました。

ついに来年４月から導入へ！
急激なインフレ(物価高騰)に対応できる
新契約方式の政策提言が実現しました

11月の 食品値上げ 282 品目 ※1

2025年の 値上げ予定 1000 品目を突破 ※1

8～9月連続で実質賃金マイナス ※2

3年前と比べて家計の負担 28 万円増 ※2

※1 帝国データバンク ※2 厚生労働省 ※3 みずほリサーチ＆テクノロジーズ

アップを実現できる仕組みを作ることで、

働く方の処遇改善につながります。

早期導入に向けて、来年の4月以降の契

約から制度が変更されるよう所管にて準備

が進められております。今後は区の委託先

（指定管理者制度）においても同様にスライ

ドできる仕組みを導入できるよう、引き続

き尽力して参ります。

立憲民主党の中村議員は、5年間の長期公的契約に

おいて契約途中の見直しができない事が、働く方の賃

上げができない要因となっていたため、物価高騰によ

る人件費などの上昇を反映できるよう契約金額のイ

ンフレスライド制度を導入すべきと繰り返し提案して

きました。

墨田区と長期契約している給食事業者や清掃会社等も

運営コスト高騰の影響で困難な運営を強いられており、

十分な賃上げができておりません。公的契約の下で、契

約事業者が運営コストを適切に価格転嫁できるようにす

べきと要望しました。 賃金アップが叫ばれている昨今、

現場で働く方への人件費をアップできる仕組みとして、

インフレスライド制度は必要不可欠です。官民含めて賃金

４度の
一般質問
の結果

エッセンシャルワーカーの賃上げができる環境へ

来年の導入に向けて動き出す

今後も
厳しい生活が
続きそう･･･

2024年を
上回る
ペース
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中村あきひろ議員のコメント 最後まで
読んでいただき

ありがとう
ございます

中村議員は、喫緊の課題である気候変動への対応を促すため、公金運用

基準に新たな投資基準を設定し、行政の社会的責任を鑑みた運用を進める

提案をしました。 持続可能な社会を実現するために、待った無しの課題に

対して公的部門ができる事を進めていかなければなりません。

本区の公金運用基準には、現在の喫緊の課題である気候変動対
応や持続可能な社会のための、ESG要素を組み入れた投資基準で
あるPRI（責任的投資原則）が設定されていない。社会的に責任
を果たす企業のESG債を積極的に購入し、環境・社会全体に配慮
したサステナブル・ファイナンスを積極的に活用し、行政の公金
運用にも社会的責任を持つ事が公の役割である。

とは…？

✓環境(Environment)、社会(Social)、ガバナンス
(Governance)の英語の頭文字を合わせた言葉です。

✓企業が長期的に成長するためには、経営において
ESGの3つの観点が必要だという考え方が世界中
で広まっています。

✓喫緊の課題である気候変動対応や持続可能な
社会の実現を目指す「ESG」への取り組みは、今後
も拡大していくと考えられます。

中村議員の発言要旨

【環境】
気候変動
資源の枯渇
廃棄物汚染
森林減少

など【社会】
人権労働問題
貧困格差

地域への貢献
人口問題
など 【ガバナンス】

管理体制の健全化
透明性/公平性
法令順守
情報開示
など

その他にもさまざまな問題について質問していますので、墨田区ホーム

ページの「映像配信」や「中村あきひろ公式サイト」を是非ご覧ください。

◎ 墨田区産業共創施設「SUMIDA INNOVATION CORE」の共創支援事業について

◎ 長引く物価高騰の影響に関する調査及び支援施策について

◎ 戦略的協働における地域力の指標策定の構築について

◎ 自治体における多様な資金調達及びＥＳＧ債の活用の意義について など

墨田区議会HP

＼ 映像配信 ／

中村あきひろ

＼ 公式サイト ／

今年は選挙イヤーで、アメリカでは共和党のトランプ政権に移行し、日本では
衆議院選挙後、与党と野党が拮抗する結果となり、有権者の声が社会を大
きく動かす原動力となりました。長期化する物価高騰や実質賃金の低下、気
候変動による猛暑や豪雨災害の甚大な被害が社会課題となっております。
政治の要諦は皆さんの暮らしを守り抜く事です。待った無しの物価高騰対策、
気候変動対策に全力で取り組んで参ります。


